
ＳＧＨ事業への取組に係るアンケート結果（２年文系オナークラス 41名対象）

1.  大学生に助言をいただくことがやる気につながった。 

2.  学習意欲が向上した。 

3.  経済の専門的知識が身についた。 

4. 「学ぶ目的」が理解できた。 

5. 「学び方」が理解できた。 

6.  今後の自分の将来に関する「学ぶべきテーマ」が設定できた。 

7. 「働くということ」の意味が理解できた。 

8.   進路・キャリア意識が向上した。 

9.   現実の経済に関心を持つきっかけとなった。 

10.  国内外の政治・経済ニュースに着目できるようになった。 

11.  成果発表会において、聴講者との質疑応答を堂々とこなすことができ

た。 

12.  自己を肯定的に評価することができるようになった。 

13.  未知のテーマであっても、それに挑戦してみようという気持ちが芽生え

るようになった。 

14.  日常生活の様々な具体的課題に主体的に関わることができるようになっ

た。 

15.  班員で協力しながら「小さな成功や失敗体験」を積み上げていくことの

重要性を知った。 

16.  普段は出会わない年長者に出会うことによって自分の将来像がイメージ

できるようになった。 

17.  思いもよらなかった「新たな自分」と出会えることができた。 

18.  課題を発見し､解決方法を考え探究する活動は将来の役に立つことを実

感した。 

19.  様々な取組が、大学の専攻分野の選択に影響を与えた。 

20.  現代社会の諸課題についてさらに学習したいと学習意欲が向上した。 

21.  高崎市内の企業の海外進出について理解・関心が深まりましたか。 

22.  日本の大手企業の仕組みと評価方法について理解・関心が深まりました

か。 

23.  日本企業の海外戦略の現状と課題について理解・関心が深まりました

か。 

24.  ＳＧＨでの課題研究が大学の専攻分野の選択に影響を与えましたか。 

25.  自主的に社会貢献活動や自己研鑽活動に取り組むようになりましたか。 

26.  自主的に海外研修や留学に行きましたか。 

27.  将来留学したり仕事で国際的に活躍したいと考えるようになりました

か。 

28.  前に踏み出す力（積極性）が身に付きましたか。 

29.  考え抜く力（態度）が身に付きましたか。 

30.  チームで働く力（チームワーク）が身に付きましたか。 

31.  コミュニケーション能力（ディスカッション、プレゼンテーション、ス

ピーチなど）が身に付きましたか。 

32.  リテラシー（読む、書く、聴く、調べる力）が身に付きましたか。 

33.  ツールとしての英語の必要性を理解し、英語力が高まりましたか。 

34.  日本人としての自覚を高めるとともに異文化に対する理解力を深めまし

たか。 

35.  プログラムに積極的に取り組むことができましたか。 

36.  グローバル化する社会について意識を高めることができましたか。 

37.  グローバル化する世界と日本や高崎市がどのようにつながっているか、

理解を深めることができましたか。  

38.  大学でさらに学ぶことやグローバル化する社会で働くことに対して、意

欲が高まりましたか。 

39.  グローバル化する社会に対応できると思いますか。 

40.  ＳＧＨ事業（オナープログラム）に取り組んでよかったと思いますか。 
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